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１　はじめに
　近年、子育てをめぐる地域や家庭の状況が著しく変化している。特に、共働き家庭
の増加から、仕事と家庭の両立に困難を示す家庭が急増したことを背景に、保育所
保育指針（厚生労働省，2008）は改定され、翌平成 21 年に施行された。また、平成
27 年４月には、子どもとその保護者支援を一層強化することを意図し、子ども・子
育て支援新制度が施行された。核家族化の拡大や地域の人間関係のつながりの希薄化
は、日々の親の子育てに対する助言・支援、協力を得ることが困難な状況を生み出し
ている。そのため、保育所保育士は地域の子育てをサポートする役割を担うプロとし
て明確に位置づけられるようになった。そして、保育所と子育て支援に関する研究も
年々増加してきている。例えば、守屋（2017）による保育所における子育て支援事業
の意義に関する研究や千草ら（2017）による子ども・子育て支援新制度と幼稚園教育
要領・保育所保育指針等の改定などの研究などである。
　このような保育をめぐる様々な社会的変化を踏まえ、これまでの保育所保育指針
を見直すため、平成 27 年 12 月に社会保障審議会児童部会保育専門委員会による第１
回検討会議（厚生労働省，2015）が開かれ、専門家及び識者による議論が交わされ
た。この検討会議は合計 10 回を経て、平成 29 年３月に保育所保育指針（厚生労働省，
2017）が改定され平成 30 年４月１日から施行されることになった。保育所保育指針
の改定に向け、厚生労働省の香取雇用均等・児童家庭局長は「全体として０、１、２、
特に１、２歳の利用児童の数が増えていること。」「児童虐待が非常に大きな社会的な
問題になっているということ。」「本年４月から子ども・子育て支援新制度が施行され
ているということ。」「新制度の中で小規模保育が新しく制度としてつくられたという
こと。」などの改定要因を挙げ、「多様な保育についても視野に入れた保育所保育指針
のあり方というものもこれから考えていかなければいけない」と述べている。この保
育所保育指針の改定に合わせ、文部科学省より幼稚園教育要領（文部科学省，2017）
が、内閣府より幼保連携型認定こども園教育・保育要領（文部科学省・厚生労働省・
内閣府，2017）が改定され、平成 30 年に施行される運びとなっている。
　このように、国は様々な社会変化に耐えうるよう、新たに保育所保育指針や幼稚園
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教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領を改定した。この改定の中では、
新たに加筆された部分や削除された部分もあるが、その中でも５領域の１つ「健康」
は子どもの生命の保持の根幹を成す記述であるため、保育者志望の学生にとっては特
に深い学びが必要である。しかし、これらの改定のスピードに対して保育者養成校の
学生や保育現場の保育者がやや置き去りにされていることが問題といえよう。国は質
の高い幼稚園教諭養成に向け、新たな科目とされる「幼児と健康」や「幼児と人間関
係」などを設けることとした。これらは５領域の理論に該当し、保育者養成校はこの
理論を基盤として学生に「保育内容（健康）の指導法」などで実践知を教授すること
となる。新保育所保育指針の５領域は幼稚園教育要領に準じて作成されていることか
ら、保育士を目指す者にも必要な学びである。「保育内容（健康）の指導法」に関す
る研究はいくつかなされているが（高橋・戸田，2017ab）、理論に該当する研究はま
だまだ数少ない。さらに言えば、新旧保育所保育指針の比較対照表などは作成されて
市販されているが、新旧保育所保育指針の記述内容の差異について保育現場の視点か
ら考察された研究はさらに数少ない。したがって、新旧保育所保育指針の記述内容の
差異に焦点を当てた研究は、保育者志望の学生が平成 30 年に完全実施される保育所
保育指針をより深く現場の視点から学べるうえで意義深い。
　そこで本研究は、新旧保育所保育指針を比較し、改正された保育所保育指針のうち、
子どもの心身の健康に関する領域「健康」と「健康及び安全」について、具体的な改
定部分を読み解き、今後の保育所保育に寄与するための基礎的資料を得ることを目的
とする。なお、新旧保育所保育指針の比較においては臨床育児・保育研究会（2017）
が作成した保育所保育指針新旧対照表を参考にした。
2．保育所保育指針　新旧対照表による比較
(1)章分けの比較
保育所保育指針旧（2008 年度版） 保育所保育指針新（2017 年度版）
目次
第一章　総則
第二章　子どもの発達
第三章　保育の内容
第四章　保育の計画及び評価
第五章　健康及び安全
第六章　保護者に対する支援
第七章　職員の資質向上
目次
第１章　総則
第２章　保育の内容
第３章　健康及び安全
第４章　子育て支援
第５章　職員の資質向上
　今回の保育所保育指針改定では、章分けが大きく変更されている。特に注目すべき
点は、旧保育所保育指針にあった「第二章　子どもの発達」の部分が、全て削除され
ていることである。これまでの旧保育所保育指針をもとに保育を展開してきた保育者
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は、子ども一人一人の成長発達の度合いを測るための基準として、つまり、発達過程
であるおおむねの８つの区分を子どもの発達軸としてきた側面がある。今回の新保育
所保育指針では削除されているが、これは一人一人の子どもをありのままに捉え、別
の子どもと比較することなく成長を見守っていこうとする意図だと捉えることができ
る。
　また、旧保育所保育指針の「第四章 保育の計画及び評価」は新保育所保育指針の
「第１章 総則」の中に含まれることになった。さらに、「第六章 保護者に対する支
援」が「第４章 子育て支援」という表記になり、内容についてもより保育所に通う
保護者のみならず、広く地域に開かれた子育て支援の拠点としての役割が明確になっ
ている。
　その中で、「健康及び安全」については変わることなく新保育所保育指針に引き継
がれている。内容に関する比較の結果については後述するが、全体として７つの章分
けから５つの章分けに見直された結果、「健康及び安全」が章立てとして残っている
ことからしても、保育所として子どもの「健康及び安全」は重点的に取り組んでいか
なければならないと考えられる。
(2)「保育の計画及び評価」に関する比較
保育所保育指針旧（2008 年度版） 保育所保育指針新（2017 年度版）
第四章保育の計画及び評価 3 保育の計画及び評価　
（二）指導計画 (2) 指導計画の作成
ア指導計画の作成
指導計画の作成に当たっては、次の事項に留意しな
ければならない。
(ア) 保育課程に基づき、子どもの生活や発達を見通し
た長期的な指導計画と、それに関連しながら、よ
り具体的な子どもの日々の生活に即した短期的な
指導計画を作成して、保育が適切に展開されるよ
うにすること。
ア保育所は、全体的な計画に基づき、具体的な保育
が適切に展開されるよう、子どもの生活や発達を
見通した長期的な指導計画と、それに関連しなが
ら、より具体的な子どもの日々の生活に即した短
期的な指導計画を作成しなければならない。
(イ) 子ども一人一人の発達過程や状況を十分に踏まえ
ること。
イ指導計画の作成に当たっては、第２章及びその他
の関連する章に示された事項のほか、子ども一人
一人の発達過程や状況を十分に踏まえるとともに、
次の事項に留意しなければならない。
指導計画の作成に当たっては、第二章（子どもの発
達）、前章（保育の内容）及びその他の関連する章に
示された事項を踏まえ、特に次の事項に留意しなけ
ればならない。
ア発達過程に応じた保育 　
(ア) 三歳未満児については、一人一人の子どもの生育
歴、心身の発達、活動の実態等に即して、個別的
な計画を作成すること。
(ア) 3 歳未満児については、一人一人の子どもの生育
歴、心身の発達、活動の実態等に即して、個別的
な計画を作成すること。
(イ) 三歳以上児については、個の成長と、子ども相互
の関係や協同的な活動が促されるよう配慮するこ
と。
(イ) 3 歳以上児については、個の成長と、子ども相互
の関係や協同的な活動が促されるよう配慮するこ
と。
(ウ) 異年齢で構成される組やグループでの保育におい
ては、一人一人の子どもの生活や経験、発達過程
などを把握し、適切な援助や環境構成ができるよ
う配慮すること。
(ウ) 異年齢で構成される組やグループでの保育におい
ては、一人一人の子どもの生活や経験、発達過程
などを把握し、適切な援助や環境構成ができるよ
う配慮すること。
（以下のウ、エは上記ア指導計画の作成の (イ) に続
いていた項目）
(ウ) 保育所の生活における子どもの発達過程を見通し、
生活の連続性、季節の変化などを考慮し、子ども
の実態に即した具体的なねらい及び内容を設定す
ること。
(エ) 具体的なねらいが達成されるよう、子どもの生活
する姿や発想を大切にして適切な環境を構成し、
子どもが主体的に活動できるようにすること。
ウ指導計画においては、保育所の生活における子ど
もの発達過程を見通し、生活の連続性、季節の変
化などを考慮し、子どもの実態に即した具体的な
ねらい及び内容を設定すること。また、具体的な
ねらいが達成されるよう、子どもの生活する姿や
発想を大切にして適切な環境を構成し、子どもが
主体的に活動できるようにすること。
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　 エ一日の生活のリズムや在園時間が異なる子どもが
共に過ごすことを踏まえ、活動と休息、緊張感と
解放感等の調和を図るよう配慮すること。
　 オ午睡は生活のリズムを構成する重要な要素であり、
安心して眠ることのできる安全な睡眠環境を確保
するとともに、在園時間が異なることや、睡眠時
間は子どもの発達の状況や個人によって差がある
ことから、一律とならないよう配慮すること。
イ長時間にわたる保育
長時間にわたる保育については、子どもの発達過程、
生活のリズム及び心身の状態に十分配慮して、保育
の内容や方法、職員の協力体制、家庭との連携など
を指導計画に位置付けること。
カ長時間にわたる保育については、子どもの発達過
程、生活のリズム及び心身の状態に十分配慮して、
保育の内容や方法、職員の協力体制、家庭との連
携などを指導計画に位置付けること。
ウ障害のある子どもの保育 　
(ア) 障害のある子どもの保育については、一人一人の
子どもの発達過程や障害の状態を把握し、適切な
環境の下で、障害のある子どもが他の子どもとの
生活を通して共に成長できるよう、指導計画の中
に位置付けること。また、子どもの状況に応じた
保育を実施する観点から、家庭や関係機関と連携
した支援のための計画を個別に作成するなど適切
な対応を図ること。
キ障害のある子どもの保育については、一人一人の
子どもの発達過程や障害の状態を把握し、適切な
環境の下で、障害のある子どもが他の子どもとの
生活を通して共に成長できるよう、指導計画の中
に位置付けること。また、子どもの状況に応じた
保育を実施する観点から、家庭や関係機関と連携
した支援のための計画を個別に作成するなど適切
な対応を図ること。
(イ) 保育の展開に当たっては、その子どもの発達の状
況や日々の状態によっては、指導計画にとらわれ
ず、柔軟に保育したり、職員の連携体制の中で個
別の関わりが十分行えるようにすること。
(ウ) 家庭との連携を密にし、保護者との相互理解を図
りながら、適切に対応すること。
(エ) 専門機関との連携を図り、必要に応じて助言等を
得ること。
　ここでは、新保育所保育指針で生活リズムについての記述「一日の生活のリズムや
在園時間が異なる子どもが共に過ごすことを踏まえ、活動と休息、緊張感と解放感等
の調和を図るよう配慮すること。」「午睡は生活のリズムを構成する重要な要素であり、
安心して眠ることのできる安全な睡眠環境を確保するとともに、在園時間が異なるこ
とや、睡眠時間は子どもの発達の状況や個人によって差があることから、一律となら
ないよう配慮すること。」が追加された。ここには、現代社会においてそれぞれの家
庭が一律のリズムで生活を送っていないことが反映されているといえる。確かに、深
夜に及ぶ延長保育や 24 時間オープンしている保育所も存在するなど、「保育を必要と
する」時間が保護者の仕事時間等によってまちまちになっているためだと考えられる。
そのような背景のもと、規則正しい生活を推奨するために生活リズムの確立を重要視
していることが、今回の改定によって保育所保育指針に明文化されたと考えられる。
　また、子ども一人一人の生活リズムを尊重する保育観を土台とすることによって、
頑なにデイリープログラムで決められた時間通りに保育を進めるのではなく、可能な
限り子どもに合わせた保育を展開することが求められるようになったといえる。こ
れは、例えば午睡において「寝る時間になったのだから寝ましょう。」ということや、
「起きる時間になったので、電気をつけて、全員起こす」というような保育が好まし
くないということが明確になったといえよう。
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(3)幼児教育を行う施設として共有すべき事項について
保育所保育指針旧（2008 年度版） 保育所保育指針新（2017 年度版）
記載なし。 4 幼児教育を行う施設として共有すべき事項
(1) 育みたい資質・能力
ア 保育所においては、生涯にわたる生きる力の基礎を培うた
め、1 の (2) に示す保育の目標を踏まえ、次に掲げる資質・
能力を一体的に育むよう努めるものとする。
(ア) 豊かな体験を通じて感じたり、気付いたり、分かったり、
できるようになったりする「知識及び技能の基礎」
(イ) 気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考
えたり、試したり、工夫したり、表現したりする「思考
力、判断力、表現力等の基礎」
(ウ) 心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとす
る「学びに向かう力、人間性等」
イ アに示す資質・能力は、第２章に示すねらい及び内容に基づ
く保育活動全体によって育むものである。
(2) 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
次に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、第２章
に示すねらい及び内容に基づく保育活動全体を通して資質・能
力が育まれている子どもの小学校就学時の具体的な姿であり、
保育士等が指導を行う際に考慮するものである。
ア 健康な心と体
保育所の生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向
かって心と体を十分に働かせ、見通しをもって行動し、自ら健
康で安全な生活をつくり出すようになる。
イ 自立心
身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなけ
ればならないことを自覚し、自分の力で行うために考えたり、
工夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味わ
い、自信をもって行動するようになる。
ウ 協同性
友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目
的の実現に向けて、考えたり、工夫したり、協力したりし、充
実感をもってやり遂げるようになる。
エ 道徳性・規範意識の芽生え
友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分
かり、自分の行動を振り返ったり、友達の気持ちに共感したり
し、相手の立場に立って行動するようになる。また、きまりを
守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合い
を付けながら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。
オ 社会生活との関わり
家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近
な人と触れ合う中で、人との様々な関わり方に気付き、相手の
気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親
しみをもつようになる。また、保育所内外の様々な環境に関わ
る中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判
断したり、情報を伝え合ったり、活用したりするなど、情報を
役立てながら活動するようになるとともに、公共の施設を大切
に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するように
なる。
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カ 思考力の芽生え
身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感
じ取ったり、気付いたりし、考えたり、予想したり、工夫した
りするなど、多様な関わりを楽しむようになる。また、友達の
様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付
き、自ら判断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生
み出す喜びを味わいながら、自分の考えをよりよいものにする
ようになる。
キ 自然との関わり・生命尊重
自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取
り、好奇心や探究心をもって考え言葉などで表現しながら、身近
な事象への関心が高まるとともに、自然への愛情や畏敬の念をも
つようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命
の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命
あるものとしていたわり、大切にする気持ちをもって関わるよう
になる。
ク 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚
遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験
を重ねたり、標識や文字の役割に気付いたりし、自らの必要感
に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつようになる。
ケ 言葉による伝え合い
保育士等や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみ
ながら、豊かな言葉や表現を身に付け、経験したことや考えた
ことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりし、
言葉による伝え合いを楽しむようになる。
コ 豊かな感性と表現
心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材
の特徴や表現の仕方などに気付き、感じたことや考えたことを
自分で表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだりし、
表現する喜びを味わい意欲をもつようになる。
　ここでは、表題に「幼児教育を行う施設として共有すべき事項」と掲げられたが、
これまでは保育所は養育に欠ける児童を預かるという傾向性が強かったが、認定こど
も園の普及などに合わせ、保育所においても「幼児教育」という視点を置くことが
明文化されるようになった。社会保障審議会児童部会保育専門委員会（厚生労働省， 
2016）の議論の取りまとめでは、「保育所保育においては、子どもが現在を最も良く
生き、望ましい未来をつくり出す力の基礎を培うために、環境を通して、養護及び教
育を一体的に行ってきており、保育所は認定こども園・幼稚園とともに、幼児教育の
一翼を担っている。」とある。このことによって、これまでの「幼稚園は教育を受け
させてくれるところ」「保育所はただ預かってくれるところ」といった偏見が全くあ
てはまらないものになるといえる。
　また、幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿の内容は、自立心や協同性、道
徳性・規範意識の芽生えなど、幼稚園教育要領や幼保連携型認定こども園教育・保育
要領と同様に、幼保小学校連携を観点にした内容となっている。その中の健康な心と
体については「保育所の生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって
心と体を十分に働かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出す
ようになる。」と記されている。この文言は、保育者が幼児期の終わりまでに幼児を
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主体として保育をする過程において、まさに子ども自らの力で「健康で安全な生活」
を創り出す基礎を育むための援助の視点である。ここで重要なのは、保育者から与え
られる消極的な「健康で安全な生活」ではなく、主体的に創り出す積極的な「健康で
安全な生活」である。
(4)乳児保育と１歳以上３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容について
保育所保育指針新（2017 年度版）
第２章保育の内容
１乳児保育に関わるねらい及び内容
(1) ねらい及び内容
ア 健やかに伸び伸びと育つ
健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力の基盤を培う。
(ア) ねらい①身体感覚が育ち、快適な環境に心地よさを感じる。
② 伸び伸びと体を動かし、はう、歩くなどの運動をしようとする。
③ 食事、睡眠等の生活のリズムの感覚が芽生える。
(イ) 内容
① 保育士等の愛情豊かな受容の下で、生理的・心理的欲求を満たし、心地よく生活をする。
② 一人一人の発育に応じて、はう、立つ、歩くなど、十分に体を動かす。
③ 個人差に応じて授乳を行い、離乳を進めていく中で、様々な食品に少しずつ慣れ、食べることを楽しむ。
④ 一人一人の生活のリズムに応じて、安全な環境の下で十分に午睡をする。
⑤ おむつ交換や衣服の着脱などを通じて、清潔になることの心地よさを感じる。
(ウ) 内容の取扱い
上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。
① 心と体の健康は、相互に密接な関連があるものであることを踏まえ、温かい触れ合いの中で、心と体の発
達を促すこと。特に、寝返り、お座り、はいはい、つかまり立ち、伝い歩きなど、発育に応じて、遊びの
中で体を動かす機会を十分に確保し、自ら体を動かそうとする意欲が育つようにすること。
② 健康な心と体を育てるためには望ましい食習慣の形成が重要であることを踏まえ、離乳食が完了期へと
徐々に移行する中で、様々な食品に慣れるようにするとともに、和やかな雰囲気の中で食べる喜びや楽し
さを味わい、進んで食べようとする気持ちが育つようにすること。なお、食物アレルギーのある子どもへ
の対応については、嘱託医等の指示や協力の下に適切に対応すること。
1 歳以上３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容
2-(2) ねらい及び内容
ア健康
健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。
(ア) ねらい
① 明るく伸び伸びと生活し、自分から体を動かすことを楽しむ。
② 自分の体を十分に動かし、様々な動きをしようとする。
③ 健康、安全な生活に必要な習慣に気付き、自分でしてみようとする気持ちが育つ。
(イ) 内容
① 保育士等の愛情豊かな受容の下で、安定感をもって生活をする。
② 食事や午睡、遊びと休息など、保育所における生活のリズムが形成される。
③ 走る、跳ぶ、登る、押す、引っ張るなど全身を使う遊びを楽しむ。
④ 様々な食品や調理形態に慣れ、ゆったりとした雰囲気の中で食事や間食を楽しむ。
⑤ 身の回りを清潔に保つ心地よさを感じ、その習慣が少しずつ身に付く。
⑥ 保育士等の助けを借りながら、衣類の着脱を自分でしようとする。
⑦ 便器での排泄に慣れ、自分で排泄ができるようになる。
(ウ) 内容の取扱い
上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。
① 心と体の健康は、相互に密接な関連があるものであることを踏まえ、子どもの気持ちに配慮した温かい触
れ合いの中で、心と体の発達を促すこと。特に、一人一人の発育に応じて、体を動かす機会を十分に確保
し、自ら体を動かそうとする意欲が育つようにすること。
② 健康な心と体を育てるためには望ましい食習慣の形成が重要であることを踏まえ、ゆったりとした雰囲気
の中で食べる喜びや楽しさを味わい、進んで食べようとする気持ちが育つようにすること。なお、食物ア
レルギーのある子どもへの対応については、嘱託医等の指示や協力の下に適切に対応すること。
③ 排泄の習慣については、一人一人の排尿間隔等を踏まえ、おむつが汚れていないときに便器に座らせるな
どにより、少しずつ慣れさせるようにすること。
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④ 食事、排泄、睡眠、衣類の着脱、身の回りを清潔にすることなど、生活に必要な基本的な習慣について
は、一人一人の状態に応じ、落ち着いた雰囲気の中で行うようにし、子どもが自分でしようとする気持ち
を尊重すること。また、基本的な生活習慣の形成に当たっては、家庭での生活経験に配慮し、家庭との適
切な連携の下で行うようにすること。
　ここでは、今回の改訂においてポイントとなった「乳児保育」に関することを検討
する。これまでの旧保育所保育指針では、乳児保育に関する記載が詳しく記載されて
いなかった。しかし、小規模保育事業や事業所内保育事業などの広がりによって、乳
児保育に必要最低限求められる指針が必要となり、今回策定されたのである。具体的
な内容に関しては、乳児１歳以上３歳未満児の心身の発達を捉えて、基本的生活習慣
の形成となるものが中心となっている。特に発達段階を踏まえた必要な援助について
のねらいと内容となっている。新保育所保育指針（厚生労働省，2017）には、この時
期の発達の特徴を踏まえ、乳児保育の「ねらい」及び「内容」については、身体的発
達に関する視点「健やかに伸び伸びと育つ」、社会的発達に関する視点「身近な人と
気持ちが通じ合う」及び精神的発達に関する視点「身近なものと関わり感性が育つ」
を示している。乳児保育の「ねらい」及び「内容」については、ここでは身体的発達
に関する視点「健やかに伸び伸びと育つ」のみ示した。このように、乳児保育と１歳
以上３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容が示された点は、改定された保育所保
育指針の記述からますます乳児保育に意図性が追加されたことが読み取れる（高橋・
戸田，2017）。
　また、保育は保育者と子どもの信頼関係の上に成り立つものであるが、養護の観点
が色濃くなっている。また、保育者主導の保育ではなく、子どもを主体とした保育の
展開が望まれる内容となっている。今回の改定においても新保育所保育指針（厚生労
働省，2017）に養護の理念が「保育における養護とは、子どもの生命の保持及び情緒
の安定を図るために保育士等が行う援助や関わりであり、保育所における保育は、養
護及び教育を一体的に行うことをその特性とするものである。保育所における保育全
体を通じて、養護に関するねらい及び内容を踏まえた保育が展開されなければならな
い。」と示された。
(5)3 歳以上児の保育に関するねらい及び内容についての比較
保育所保育指針旧（2008 年度版） 保育所保育指針新（2017 年度版）
記載なし。 3　3 歳以上児の保育に関するねらい及び内容
(1) 基本的事項
ア この時期においては、運動機能の発達により、基
本的な動作が一通りできるようになるとともに、
基本的な生活習慣もほぼ自立できるようになる。
理解する語彙数が急激に増加し、知的興味や関心
も高まってくる。仲間と遊び、仲間の中の一人と
いう自覚が生じ、集団的な遊びや協同的な活動も
見られるようになる。これらの発達の特徴を踏ま
えて、この時期の保育においては、個の成長と集
団としての活動の充実が図られるようにしなけれ
ばならない。
－ 101 －
創価大学教育学論集　第 70 号：髙橋・戸田
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イ 本項においては、この時期の発達の特徴を踏ま
え、保育の「ねらい」及び「内容」について、心
身の健康に関する領域「健康」、人との関わりに関
する領域「人間関係」、身近な環境との関わりに関
する領域「環境」、言葉の獲得に関する領域「言
葉」及び感性と表現に関する領域「表現」として
まとめ、示している。
ウ 本項の各領域において示す保育の内容は、第１章
の２に示された養護における「生命の保持」及
び「情緒の安定」に関わる保育の内容と、一体と
なって展開されるものであることに留意が必要で
ある。
（二）教育に関わるねらい及び内容 (2) ねらい及び内容
ア健康 ア 健康
健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつく
り出す力を養う。
健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつく
り出す力を養う。
（ア）ねらい （ア）ねらい
① 明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう。 ① 明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう。
② 自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとす
る。
② 自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとす
る。
③ 健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け
る。
③ 健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付
け、見通しをもって行動する。
（イ）内容 （イ）内容
① 保育士等や友達と触れ合い、安定感を持って生活
する。
① 保育士等や友達と触れ合い、安定感をもって行動
する。
② いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。 ② いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。
③ 進んで戸外で遊ぶ。 ③ 進んで戸外で遊ぶ。 
④ 様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。 ④ 様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。
⑤ 健康な生活のリズムを身に付け、楽しんで食事を
する。
⑤ 保育士等や友達と食べることを楽しみ、食べ物へ
の興味や関心をもつ。
⑥ 健康な生活のリズムを身に付ける。
⑥ 身の回りを清潔にし、衣類の着脱、食事、排泄な
ど生活に必要な活動を自分でする。
⑦ 身の回りを清潔にし、衣服の着脱、食事、排泄な
どの生活に必要な活動を自分でする。
⑦ 保育所における生活の仕方を知り、自分たちで生
活の場を整えながら見通しを持って行動する。
⑧ 保育所における生活の仕方を知り、自分たちで生
活の場を整えながら見通しをもって行動する。
⑧ 自分の健康に関心を持ち、病気の予防などに必要
な活動を進んで行う。
⑨ 自分の健康に関心をもち、病気の予防などに必要
な活動を進んで行う。
⑨ 危険な場所や災害時などの行動の仕方が分かり、
安全に気を付けて行動する。
⑩ 危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の
仕方が分かり、安全に気を付けて行動する。
（ウ）内容の取扱い
上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必
要がある。
① 心と体の健康は、相互に密接な関連があるもので
あることを踏まえ、子どもが保育士等や他の子ど
もとの温かい触れ合いの中で自己の存在感や充実
感を味わうことなどを基盤として、しなやかな心
と体の発達を促すこと。特に、十分に体を動かす
気持ちよさを体験し、自ら体を動かそうとする意
欲が育つようにすること。
② 様々な遊びの中で、子どもが興味や関心、能力に
応じて全身を使って活動することにより、体を動
かす楽しさを味わい、自分の体を大切にしようと
する気持ちが育つようにすること。その際、多様
な動きを経験する中で、体の動きを調整するよう
にすること。
③ 自然の中で伸び伸びと体を動かして遊ぶことによ
り、体の諸機能の発達が促されることに留意し、
子どもの興味や関心が戸外にも向くようにするこ
と。その際、子どもの動線に配慮した園庭や遊具
の配置などを工夫すること。
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④ 健康な心と体を育てるためには食育を通じた望ま
しい食習慣の形成が大切であることを踏まえ、
子どもの食生活の実情に配慮し、和やかな雰囲気
の中で保育士等や他の子どもと食べる喜びや楽し
さを味わったり、様々な食べ物への興味や関心を
もったりするなどし、食の大切さに気付き、進ん
で食べようとする気持ちが育つようにすること。
⑤ 基本的な生活習慣の形成に当たっては、家庭での
生活経験に配慮し、子どもの自立心を育て、子ど
もが他の子どもと関わりながら主体的な活動を展
開する中で、生活に必要な習慣を身に付け、次第
に見通しをもって行動できるようにすること。
⑥ 安全に関する指導に当たっては、情緒の安定を図
り、遊びを通して安全についての構えを身に付
け、危険な場所や事物などが分かり、安全につい
ての理解を深めるようにすること。また、交通安
全の習慣を身に付けるようにするとともに、避難
訓練などを通して、災害などの緊急時に適切な行
動がとれるようにすること。
　３歳以上の項目の比較をすると、まず「基本的事項」が新たに記載されたことが分
かる。基本的事項の内容では、保育所における保育は養護と教育が一体的に行われる
ことをベースとしながらも、幼稚園教育要領と足並みを合わせ、就学までに育ってい
てほしい具体的な姿について、５領域が総合的に展開できるように留意事項として記
載されている。
　また、これまではねらいと内容のみの記載であったが、幼稚園教育要領と同様に
「内容の取扱い」について書き加えられたことが分かる。これまでは内容の取扱いは
保育所保育指針の本文になく、別に発行されている保育所保育指針解説書（厚生労働
省，2008）に記されていたが、今回の改定で本文に入ることとなった。保育者による
捉え方の違いにより、保育の質にばらつきがあったことに考慮して留意事項として加
えられたと考えられる。その内容は、近年の保育研究や心理学研究に基づいて、身体
面と精神面での発達の協同性や自己肯定感などについて考慮した保育をするよう記述
されている。また、食育についての記載が据えられ、健康な体を作るためには食育が
欠かせないことが色濃く示されるようになった。　
(6)「健康及び安全」についての比較
保育所保育指針旧（2008 年度版） 保育所保育指針新（2017 年度版）
第五章健康及び安全 第 3 章健康及び安全
子どもの健康及び安全は、子どもの生命の保持と健
やかな生活の基本であり、保育所においては、一人
一人の子どもの健康の保持及び増進並びに安全の確
保とともに、保育所の子ども集団全体の健康及び安
全の確保に努めなければならない。
保育所保育において、子どもの健康及び安全の確保
は、子どもの生命の保持と健やかな生活の基本であ
り、一人一人の子どもの健康の保持及び増進並びに
安全の確保とともに、保育所全体における健康及び
安全の確保に努めることが重要となる。
また、子どもが、自らの体や健康に関心を持ち、心
身の機能を高めていくことが大切である。
また、子どもが、自らの体や健康に関心をもち、心
身の機能を高めていくことが大切である。
このため、保育所は、第一章（総則）、第三章（保育
の内容）等の関連する事項に留意し、次に示す事項
を踏まえ、保育しなければならない。
このため、第１章及び第２章等の関連する事項に留
意し、次に示す事項を踏まえ、保育を行うこととす
る。
１子どもの健康支援 １子どもの健康支援
（一）子どもの健康状態並びに発育及び発達状態の把握 (1) 子どもの健康状態並びに発育及び発達状態の把握
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保育所保育指針旧（2008 年度版） 保育所保育指針新（2017 年度版）
ア 子どもの心身の状態に応じて保育するために、子
どもの健康状態並びに発育及び発達状態につい
て、定期的、継続的に、また、必要に応じて随
時、把握すること。
ア 子どもの心身の状態に応じて保育するために、子
どもの健康状態並びに発育及び発達状態につい
て、定期的・継続的に、また、必要に応じて随
時、把握すること。
イ 保護者からの情報とともに、登所時及び保育中を
通じて子どもの状態を観察し、何らかの疾病が疑
われる状態や傷害が認められた場合には、保護者
に連絡するとともに、嘱託医と相談するなど適切
な対応を図ること。
イ 保護者からの情報とともに、登所時及び保育中を
通じて子どもの状態を観察し、何らかの疾病が疑
われる状態や傷害が認められた場合には、保護者
に連絡するとともに、嘱託医と相談するなど適切
な対応を図ること。看護師等が配置されている場
合には、その専門性を生かした対応を図ること。
ウ 子どもの心身の状態等を観察し、不適切な養育の
兆候が見られる場合には、市町村や関係機関と連
携し、児童福祉法第二十五条の二第一項に規定す
る要保護児童対策地域協議会（以下「要保護児童
対策地域協議会」という。）で検討するなど適切
な対応を図ること。また、虐待が疑われる場合に
は、速やかに市町村又は児童相談所に通告し、適
切な対応を図ること。
ウ 子どもの心身の状態等を観察し、不適切な養育の
兆候が見られる場合には、市町村や関係機関と連
携し、児童福祉法第 25 条に基づき、適切な対応を
図ること。また、虐待が疑われる場合には、速や
かに市町村又は児童相談所に通告し、適切な対応
を図ること。
（二）健康増進 (2) 健康増進
ア 子どもの健康に関する保健計画を作成し、全職員
がそのねらいや内容を明確にしながら、一人一
人の子どもの健康の保持及び増進に努めていくこ
と。
ア 子どもの健康に関する保健計画を全体的な計画に
基づいて作成し、全職員がそのねらいや内容を踏
まえ、一人一人の子どもの健康の保持及び増進に
努めていくこと。
イ 子どもの心身の健康状態や疾病等の把握のため
に、嘱託医等により定期的に健康診断を行い、そ
の結果を記録し、保育に活用するとともに、保護
者に連絡し、保護者が子どもの状態を理解し、日
常生活に活用できるようにすること。
イ 子どもの心身の健康状態や疾病等の把握のため
に、嘱託医等により定期的に健康診断を行い、そ
の結果を記録し、保育に活用するとともに、保護
者が子どもの状態を理解し、日常生活に活用でき
るようにすること。
（三）疾病等への対応 (3) 疾病等への対応
ア 保育中に体調不良や傷害が発生した場合には、そ
の子どもの状態等に応じて、保護者に連絡すると
ともに、適宜、嘱託医や子どものかかりつけ医等
と相談し、適切な処置を行うこと。看護師等が配
置されている場合には、その専門性を生かした対
応を図ること。
ア 保育中に体調不良や傷害が発生した場合には、そ
の子どもの状態等に応じて、保護者に連絡すると
ともに、適宜、嘱託医や子どものかかりつけ医等
と相談し、適切な処置を行うこと。看護師等が配
置されている場合には、その専門性を生かした対
応を図ること。
イ 感染症やその他の疾病の発生予防に努め、その発
生や疑いがある場合には、必要に応じて嘱託医、
市町村、保健所等に連絡し、その指示に従うとと
もに、保護者や全職員に連絡し、協力を求めるこ
と。また、感染症に関する保育所の対応方法等に
ついて、あらかじめ関係機関の協力を得ておくこ
と。看護師等が配置されている場合には、その専
門性を生かした対応を図ること。
イ 感染症やその他の疾病の発生予防に努め、その発
生や疑いがある場合には、必要に応じて嘱託医、
市町村、保健所等に連絡し、その指示に従うとと
もに、保護者や全職員に連絡し、予防等について
協力を求めること。また、感染症に関する保育所
の対応方法等について、あらかじめ関係機関の協
力を得ておくこと。看護師等が配置されている場
合には、その専門性を生かした対応を図ること。
ウアレルギー疾患を有する子どもの保育について
は、保護者と連携し、医師の診断及び指示に基づ
き、適切な対応を行うこと。また、食物アレル
ギーに関して、関係機関と連携して、当該保育所
の体制構築など、安全な環境の整備を行うこと。
看護師や栄養士等が配置されている場合には、そ
の専門性を生かした対応を図ること。
ウ 子どもの疾病等の事態に備え、医務室等の環境を
整え、救急用の薬品、材料等を常備し、適切な
管理の下に全職員が対応できるようにしておくこ
と。
エ 子どもの疾病等の事態に備え、医務室等の環境を
整え、救急用の薬品、材料等を適切な管理の下
に常備し、全職員が対応できるようにしておくこ
と。
3 食育の推進 2 食育の推進
　 (1) 保育所の特性を生かした食育
保育所における食育は、健康な生活の基本としての
「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培うこと
を目標として、次の事項に留意して実施しなければ
ならない。
ア 保育所における食育は、健康な生活の基本として
の「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培う
ことを目標とすること。
（一）子どもが生活と遊びの中で、意欲を持って食に
関わる体験を積み重ね、食べることを楽しみ、
食事を楽しみ合う子どもに成長していくことを
期待するものであること。
イ子どもが生活と遊びの中で、意欲をもって食に関
わる体験を積み重ね、食べることを楽しみ、食事
を楽しみ合う子どもに成長していくことを期待す
るものであること。
（二）乳幼児期にふさわしい食生活が展開され、適切
な援助が行われるよう、食事の提供を含む食育
の計画を作成し、保育の計画に位置付けるとと
もに、その評価及び改善に努めること。
ウ 乳幼児期にふさわしい食生活が展開され、適切な
援助が行われるよう、食事の提供を含む食育計画
を全体的な計画に基づいて作成し、その評価及び
改善に努めること。栄養士が配置されている場合
は、専門性を生かした対応を図ること。
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(2) 食育の環境の整備等
（三）子どもが自らの感覚や体験を通して、自然の恵
みとしての食材や調理する人への感謝の気持ち
が育つように、子どもと調理員との関わりや、
調理室など食に関わる保育環境に配慮するこ
と。
ア 子どもが自らの感覚や体験を通して、自然の恵み
としての食材や食の循環・環境への意識、調理す
る人への感謝の気持ちが育つように、子どもと調
理員等との関わりや、調理室など食に関わる保育
環境に配慮すること。
イ 保護者や地域の多様な関係者との連携及び協働の
下で、食に関する取組が進められること。また、
市町村の支援の下に、地域の関係機関等との日常
的な連携を図り、必要な協力が得られるよう努め
ること。
（四）体調不良、食物アレルギー、障害のある子ども
など、一人一人の子どもの心身の状態等に応
じ、嘱託医、かかりつけ医等の指示や協力の下
に適切に対応すること。栄養士が配置されてい
る場合は、専門性を生かした対応を図ること。
ウ 体調不良、食物アレルギー、障害のある子どもな
ど、一人一人の子どもの心身の状態等に応じ、嘱
託医、かかりつけ医等の指示や協力の下に適切に
対応すること。栄養士が配置されている場合は、
専門性を生かした対応を図ること。
2 環境及び衛生管理並びに安全管理 3 環境及び衛生管理並びに安全管理
（一）環境及び衛生管理 (1) 環境及び衛生管理
ア 施設の温度、湿度、換気、採光、音などの環境を
常に適切な状態に保持するとともに、施設内外の
設備、用具等の衛生管理に努めること。
ア施設の温度、湿度、換気、採光、音などの環境を
常に適切な状態に保持するとともに、施設内外の
設備及び用具等の衛生管理に努めること。
イ 子ども及び職員が、手洗い等により清潔を保つよ
うにするとともに、施設内外の保健的環境の維持
及び向上に努めること。
イ 施設内外の適切な環境の維持に努めるとともに、
子ども及び全職員が清潔を保つようにすること。
また、職員は衛生知識の向上に努めること。
（二）事故防止及び安全対策 (2) 事故防止及び安全対策
ア 保育中の事故防止のために、子どもの心身の状態
等を踏まえつつ、保育所内外の安全点検に努め、
安全対策のために職員の共通理解や体制作りを図
るととともに、家庭や地域の諸機関の協力の下に
安全指導を行うこと。
ア 保育中の事故防止のために、子どもの心身の状態
等を踏まえつつ、施設内外の安全点検に努め、安
全対策のために全職員の共通理解や体制づくりを
図るとともに、家庭や地域の関係機関の協力の下
に安全指導を行うこと。
イ 事故防止の取組を行う際には、特に、睡眠中、
プール活動・水遊び中、食事中等の場面では重大
事故が発生しやすいことを踏まえ、子どもの主体
的な活動を大切にしつつ、施設内外の環境の配慮
や指導の工夫を行うなど、必要な対策を講じるこ
と。
イ 災害や事故の発生に備え、危険箇所の点検や避難
訓練を実施するとともに、外部からの不審者等の
侵入防止のための措置や訓練など不測の事態に備
えて必要な対応を図ること。また、子どもの精神
保健面における対応に留意すること。
ウ 保育中の事故の発生に備え、施設内外の危険箇所
の点検や訓練を実施するとともに、外部からの不
審者等の侵入防止のための措置や訓練など不測の
事態に備えて必要な対応を行うこと。また、子ど
もの精神保健面における対応に留意すること。
4 健康及び安全の実施体制等
施設長は、入所する子どもの健康及び安全に最終的
な責任を有することにかんがみ、この章の１から３
までに規定する事項が保育所において適切に実施さ
れるように、次の事項に留意し、保育所における健
康及び安全の実施体制等の整備に努めなければなら
ない。
（一）全職員が健康及び安全に関する共通理解を深
め、適切な分担と協力の下に年間を通じて計画
的に取り組むこと。
取組の方針や具体的な活動の企画立案及び保育
所内外の連絡調整の業務について、専門的職員
が担当することが望ましいこと。栄養士及び看
護師等が配置されている場合には、その専門性
を生かして業務に当たること。
（二）保護者と常に密接な連携を図るとともに、保育
所全体の方針や取組について、周知するよう努
めること。
（三）市町村の支援の下に、地域の関係機関等との日
常的な連携を図り、必要な協力が得られるよう
努めること。
4 災害への備え
(1) 施設・設備等の安全確保
ア 防火設備、避難経路等の安全性が確保されるよ
う、定期的にこれらの安全点検を行うこと。
イ 備品、遊具等の配置、保管を適切に行い、日頃か
ら、安全環境の整備に努めること。
(2) 災害発生時の対応体制及び避難への備え
ア 火災や地震などの災害の発生に備え、緊急時の対
応の具体的内容及び手順、職員の役割分担、避難
訓練計画等に関するマニュアルを作成すること。
イ 定期的に避難訓練を実施するなど、必要な対応を
図ること。
ウ 災害の発生時に、保護者等への連絡及び子どもの
引渡しを円滑に行うため、日頃から保護者との密
接な連携に努め、連絡体制や引渡し方法等につい
て確認をしておくこと。
(3) 地域の関係機関等との連携
ア 市町村の支援の下に、地域の関係機関との日常的
な連携を図り、必要な協力が得られるよう努める
こと。
イ 避難訓練については、地域の関係機関や保護者と
の連携の下に行うなど工夫すること。
　「健康及び安全」についての比較では、まず「疾病等への対応」の項目で感染症の
発生や疑いがある場合に、保護者に「予防等について」協力を求めることが明記され
た。さらに、アレルギー疾患を有する子どもの保育について、旧保育所保育指針にお
いては記載がなかったが、保護者や医師と連携して、専門性を生かした対応をする旨
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が明記された。また、「食育の環境の整備等」の項目において、保護者や地域の多様
な関係者との連携及び協働の下で、食に関する取り組みが進められることが明記され
た。これは、例えば近所のお魚屋さんにお願いして、保育所などで魚をさばくところ
から観察することにより、魚を食べるまでの工程を学べ、食に関心を持てたり、地域
の方を招いて一緒におもちつき会をすることで、交流が持てたりすることなどが当て
はまる。このように、食育の推進のために積極的な活動を行っていくことが明記され
ることとなった。
　さらに、乳幼児突然死症候群（SIDS）によって、子どもが死亡する事故が起こる
ことが増加したことから、保育時間の睡眠中における安全管理について、明記される
ことになった。その他、プール活動や水遊び中、食事中において事故が多いことから、
様々な工夫をして必要な対策を講じることが明記された。「災害への備え」について
は、これまでは施設長の責務として、避難訓練等の実施体制等の整備に努めることの
み明記されていた。しかし、東日本大震災を経験し、保育中における子どもの安全確
保の体制づくりに注力され、定期的な安全点検・安全環境の整備・避難訓練計画等に
関するマニュアルの作成・引き渡し訓練における連携体制・災害時の地域との連携な
どについて詳細に定められることになった。
3．まとめ
　本研究は、新旧保育所保育指針を比較し、改正された保育所保育指針のうち、子ど
もの心身の健康に関する領域「健康」と「健康及び安全」について、具体的な改定部
分を読み解き、今後の保育所保育に寄与するための基礎的資料を得ることを目的とし
た。結果、文章としては少々削減された部分もあるが、多くは加筆され、時代の保育
ニーズに合わせた改定となっていたと考えられる。健康や安全面については、直接的
に子どもの命に関わる事故に繋がる可能性が高いため、保育の質を担保する上でも、
保育所保育指針の中に具体的に定めている価値は大きい。
　現代社会においては保育所の量的増加に伴い、保育士不足が顕著となっている。そ
のため、単に資格があるというだけで就職へのハードルが下がってきているのが現実
といえる。これは、保育の質が下がる一つの要因になりうると考えられる。保育の質
が下がれば、その分事故などに繋がる可能性も高まる。今回の新旧保育所保育指針の
比較によって、子どもの健康を保障し、安全を管理することが、保育の責務としてよ
り重視されていることが改めて示唆された。
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4．今後の課題
　社会保障審議会児童部会保育専門委員会 （第３回） において、一般社団法人日本保
育保健協議会三浦会長は「乳児保育に関して。基本的に乳児期は家庭における育児が
望ましいと思っております。その実現へ向けて社会環境の整備が望まれます。１歳ま
では母親と父親が協力して家庭での育児ができる環境を整えること。乳児期はすべて
が未熟、未発達なので個別の対応が必要。」と発言している。しかし、実際に保育所
に乳児を預けて働く保護者に対し、保育者から「基本的に乳児期は家庭における育児
が望ましい」と言えるだろうか。無論、保護者の子育ての選択によるのだが、乳児期
から保育所に預けることの価値について、子どもの発達における科学的根拠に基づい
て保護者へ伝えていかなくてはならない。また、そのつもりで保育者は保育にあたる
べきであると考える。ところが、この点に関する詳細なデータに基づく研究はまだ多
くされていない。特に近年「忍耐力」や「社交性」、「目標に向かって頑張る力」など
の乳幼児期における非認知能力についての研究が注目されてきているが、今後も検証
していく必要性はあるであろう。
　今後、保育者が実践する上での課題としては、健康や安全管理についての業務が増
えることによって、全体の勤務時間に支障が出るといった可能性が考えられる。よっ
て、ICT の活用などの業務効率化によって保育者自身の疲弊に繋がらないようにし
なくてはならないため、研修体制も整備される必要がある。このように、保育現場に
おいても検討課題は複数あるが、保育者志望の学生には新保育所保育指針の改定部分
を単に学ぶのではなく、保育所及び保育者の視点から読み解く力を教授していきたい。
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Research on “Safety” Section and “Health and Safety”
—Based on Compare the Current and Previous Versions  
of Childcare Guidelines for Daycare Facilities—
Kenji TAKAHASHI    Daiki TODA
Summary
This study aims to compare the newly - revised and previous versions of Childcare 
Guidelines for Daycare Facilities to investigate “Health” section and “Health and Safety” 
based on what can be read from the new guidelines to gain fundamental data that will 
contribute to future childcare at daycare facilities.
Influenced by diversification of how time is spent at such facilities and an increased number 
of facilities that provide infant - care and child - care services, many notations have been added 
to the “health” section. Since “health and safety,” issues can directly affect accidents that 
may prove life - threatening, it is particularly imperative that such matters are specified in 
the childcare center guidelines to assure childcare quality is maintained. Comparison of the 
revised and older guidelines suggest that the value of childcare’s responsibilities in maintaining 
safety to ensure child health is becoming ever more highly recognized.
